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こころの中をみつめよう 博愛を広げるために

点鐘　…山口巖雄会長

斉唱　…それでこそロータリー

ゲスト紹介

張　瑞さん（米山学友）

ビジター紹介

山田幹男様（厚木県央RC）

会長報告

◎ガバナー事務所より
・	第11回日韓親善会議開催のご案内
日時：8月31日（金）～ 9月1日（土）
場所：グランド・プリンスホテル新高輪「飛天」の間
登録料：22,000円

・	Ｒ財団「未来の夢計画」移行準備のご案内
①2780地区R財団「未来の夢計画」（2012 ～ 13
年度）セミナー予定表
②未来の夢計画に基づく「2780地区Ｒ財団運営
規定」の要旨

・	5月のロータリーレート　1ドル＝82円

◎特定非営利活動法人　AMDA　社会開発機構より
・	ニュースレター

幹事報告

◎週報
１.	 厚木中ＲＣ
２.	 秦野ＲＣ

今日のお花

ボタン（壽永純昭君）

スマイル

山田幹男（厚木県央 RC会長）
いつも大変お世話に成っております。突然のおじゃ
まで申し分けごぜいません。来月5月12日の公開例会
のPRにまいりました。貴重なお時間を頂き、申し分
けございません。宜しくお願い致します。

山口巖雄会長
県央RC会長山田さんようこそおいで下さいました。
第121回公開例会のご盛会をお祈りいたします。会員
の皆様多数の参加をお願いします。張瑞さん卓話宜

第2511例会（4月24日）☆司会　前田賢一 副SAA

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊誕生日
　米山尚登君（5月11日）

＊夫人誕生日
　難波有三君（香織夫人 5月11日）

＊結婚記念日
　國方達央君（5月14日）

今日の例会（（2012年 5月8日）

「バブル崩壊後の厚木の地価動向」
担当：黄金井康巳君
講師：三平治憲氏

（㈱神奈川県都市開発研究所（厚木中RC））

次回の例会（2012年 5月15日）

「管理会計について（仮）」
担当：髙橋　浩君
講師：山田隆明氏

（山田隆明公認会計士事務所I.Tコーディネーター）



しくお願いします。

山口巖雄会長
地区協議会に参加出来ませんでした。又前回の例会
は河野洋平先生のお祝いの会に出席しましたので欠
席させて頂きました。IMの打上げ会ご苦労様でした。

小林　透君
日曜日に行われた地区協議会には次年度ご担当の方々
に出席をしていただき、ありがとうございました。

会田義明幹事
4月17日のIMの打ち上げでは西嶌さん大変お世話に
なりました。また、4月22日の地区協議会に参加され
た皆様大変お疲れ様でございました。特に、次年度幹
事の西迫哲さん、3クラブの取りまとめご苦労様で
した。もう1つ、本日は誕生日のお祝いありがとうご
ざいます。まとめてスマイルさせていただきます。

西迫　哲君
22日の地区協議会には多数ご参加いただき誠にあり
がとうございました。日に日に幹事という重責を理
解するにつけ、会田幹事をはじめとする歴代幹事の
皆様に頭が下がる思いと次年度に対する不安がつの
ります。次年度で、The ENDとならぬ様がんばりま
すので皆様のご指導とご協力をお願いします。

壽永純昭君
結婚記念有難うございました。仲よく共白髪の年を
迎えてもうひとがんばりです。来期の御協力をお願
いします。

本多正彦君
4月17日（火）夜の「IM打上げ会」には多数ご参加いた

だき、有難うございました。企画進行をしていただい
た「総務委員会」に対し、厚く感謝致します。IMを成
功させた厚木クラブの「勢い」で壽永次年度、第6グ
ループ ガバナー補佐を応援しましょう。

三宅壯平君
誕生日が当日なのでスマイルします。67です。

吉岡　敏君
結婚記念日のお祝い有難うございました。夫婦共に
元気に52年目に入ります。

滝澤　勇君
結婚記念日のお祝をありがとうございました。今年
は37回目の結婚記念日です。夫婦元気で50回目を迎
えたいと思っています。

米山尚登君
所用により早退します。

金沢文明君
本日、所用により早退いたします。スマイルさせてい
ただきます。

田口周介君
本日所用により途中退席させていただきます。申し
訳ありません。

板井浩司君
誕生日のお祝いを頂きありがとうございます。これ
からもよろしくお願いします。

髙橋　浩君
4月22日(日）地区協議会には出席出来ず申し訳あり
ませんでした。次年度親睦行事には、たくさんの会員
の皆様のご参加を期待しています。

「卓話」

担当：三宅壯平君
講師：張　瑞さん



日本の食品廃棄物に関する研究

ー家庭系廃棄物を中心にー
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研究目的

日本における食品廃棄物に関するデータから、
廃棄物の現状を把握し、その発生要因を考
察する。

考察に基づき家庭ゴミの実測を行い、家庭系
の食品廃棄物を減らす為の方策について検
討し、提言を行いたい。
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吉林財税高等専攻大学

水を飲むときは井戸を掘った人を忘れない

研究背景

 第二次世界大戦直後の貧困から高度経済成長期を
経て、日本の食生活は「飽食」の時代に入る。

 日本の食料自給率は４０％、ほぼ６０％を輸入に
頼っている。現在の豊かな食生活の多くは海外から
の輸入に依存している。世界の食料需要が高まる
中で、日本への安定供給も懸念される。また、多く
の食料輸入は輸送される間にも地球環境に負荷を
与える。

 その一方で、日本の食品廃棄物は年間約１９００万
トン、ほとんど一般廃棄物からの排出となり、中でも、
家庭系からの廃棄量は全体の６割にも及ぶ。
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出席報告　＜会員37名、出席対象32名＞

4 月 10 日例会　　確定出席率 83.87％ 4月 24日例会　　出席 28名　欠席 4名　出席率 87.5％
＜欠席＞
　今　和弘君・難波有三君・黒栁告芳君・西迫一郎君

幼児時代

幸せの始り


